
第 67 回 研究倫理審査委員会 会議の記録の概要 

開催日時 令和 6年 2月 9日（金） 16：00～16：10 

開催場所 Web 開催 （2階第 1会議室） 

出席委員 
原田和昌、時村文秋、山田浩和、太田日出、河合恒、濃沼政美、永井尚美、那須信行 

松嶋由紀子、奥田晶彦、森淑子、山代きよみ、伊藤なほ子、山田晋太郎、八代嘉美 

 

 

 

 

 

 

議 題 お よ

び 審 議 結

果 を 含 む

主 な 議 論

の概要 

 

審議事項は以下のとおりである。 

【開催審査】 

1.実施状況報告  8 件 承認 

・R20-09  J-TRC オンサイト研究 

                         ＜脳神経内科：岩田 淳＞ 

・R20-003 神経変性疾患における網羅定量プロテオミクス解析                     

＜老年病理学研究チーム：齊藤 祐子＞ 

・R20-007 ヒト死後脳を用いた神経変性疾患の発症予測因子の探索 

                    ＜老年病理学研究チーム：齊藤 祐子＞ 

・R20-008 中枢神経系における生理活性脂質および関連蛋白質の役割 

—生理活性脂質およびその関連物質のヒト疾患病態生理への関与の解明 

（多施設共同研究） 

                    ＜老年病理学研究チーム：齊藤 祐子＞ 

・R20-024 ハンチントン病の病態を緩和する分子標的の探索 

                    ＜老年病理学研究チーム：齊藤 祐子＞ 

・R22-071 アバタセプト使用関節リウマチ症例の治療継続性と臨床的背景の検討 

                    ＜膠原病・リウマチ科：久保 かなえ＞ 

 ・R22-075 糖尿病患者における DASC-8 のカテゴリー分類と関連する因子の検討 

                  ＜糖尿病・代謝・内分泌内科：豊島 堅志＞ 

・R22-076 RS ウイルスの感染が高齢者の ADL に与える影響に関する検討 

                         ＜呼吸器内科：山本 寛＞ 

 

【報告】 

①変更申請 

・R19-49 認知症のリスクをもつ高齢者に対する進展予防を目指した多因子介入による 

ランダム化比較研究 J-MINT 

                ＜副所長：藤原 佳典＞ 

・R21-065 巨細胞性動脈炎の末梢血 RNA-seq による病態病勢関連因子の探索 

＜膠原病・リウマチ科：小林 聖未＞ 

・R21-100 喫煙がヒト脳組織に及ぼす影響についての検討 

＜老年病理学研究チーム：野中 敬介＞ 

・R22-071 アバタセプト使用関節リウマチ症例の治療継続性と臨床的背景の検討 

＜膠原病・リウマチ科：久保 かなえ＞ 

・R23-076 認知症スクリーニング AI モデルの開発（AMED） 

＜神経画像研究チーム：亀山 征史＞ 



 

【終了報告】 

・R21-050 アルツハイマー病患者脳内に存在するウイルスを検出する試みとその脳での 

影響の解明                 

＜老年病理学研究チーム：齊藤 祐子＞ 

・R21-123 既存ブレインリソースを用いた非認知症高齢者および認知症患者における 

脳タンパク質の定量と疾患との関連性解析 

＜老年病理学研究チーム：齊藤 祐子＞ 

 

 

 

③2024 年 2 月度の第 66回研究倫理審査委員会議事録について提示した。 

 

以上 

 


